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道の駅への循環バスの乗り入れについて 

 

１．前回会議の内容（令和８年２月１２日 第 21 回会議） 

(1) 試走の結果 

・川越観光自動車(株)が運行する、西１０の系統で「２便」の減便、１台の車両で

２つの系統を運行しているが、それ以降の便も「１５分以上」後ろ倒しとなる。 

・(株)協同バスが運行する、西２１の系統で「１便」の減便、１台の車両で４つの

系統を運行しているが、それ以降の便も「１０分以上」後ろ倒しとなる。 

・減便となる便については、平均「１０人前後」の利用者がいる。 

(2) 委員からの意見等 

・駅までの所要時間が１０～１５分程度伸びてしまうことは、ルート再編時のコ

ンセプトと真逆の方向になる。 

・減便の対象となる便では、かなりの人数が乗っているため、上回る需要がない

のであれば、道の駅へ乗り入れことは適切ではない。 

・道の駅敷地内に乗り入れる場合、２時間以上の運行間隔を空けざるを得ないと

ころが２か所発生し、利用者の移動手段が減ってしまうため、道の駅へ乗り入

れるべきではないと考える。 

・道の駅の近辺には、徒歩３分圏内に「生涯学習センター入口」のバス停があるた

め、道の駅の施設としての性質上、そのバス停を利用し、工夫出来る点はすれば

よい。 

(3) 協議結果 

・減便となる便に日常でご利用されている方が多くいる状況や、今回、委員から

の意見等を踏まえ、道の駅に乗入れない場合に何ができるのかを含めて、次回

の会議において提示する。 

 

 

【今後の対応】 

○ 道の駅の最寄りのバス停「生涯学習センター入口」の名称を「道の駅 北入口・

生涯学習センター入口」に変更し、道の駅利用者に分かりやすい表記とする。 

○ 公共交通とは別に、道の駅のサービス拡充の一環としてシャトルバス導入につ

いて検討する。 

 

 

２．本格運行への切り替えについて 

  令和９年４月１日から 

  ※本格運行は、現在のルートや時刻表を固定化することを意味するものではなく、

必要に応じて、引き続き見直しを行う。 
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３ バス停の名称変更について 

【現行】 

系統名 バス停名称 

西 10・西 11 西 30 生涯学習センター入口 

西 22 いずみの学園前 

西 20 西 64 生涯学習センター入口 

 

 

【変更案】 

系統名 バス停名称 

西 10・西 11 西 30 道の駅北入口・生涯学習センター入口 

西 22 旧いずみの学園前 

西 20 西 64 道の駅北入口・生涯学習センター入口 

 


